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ブルキナファソ月報（２０２６年４月） 

主な出来事 

 

【内政】 

⚫ ２日：人民進歩革命（ＲＰＰ）発足１周年を記念し、トラオレ大統領が国内外

の報道陣によるインタビューに応じ、領土奪還、軍事の自立、経済の再建を軸

とした自らの統治について総括した。 

⚫ １５日：ブルキナファソ政府は、国内の約１００のＮＧＯ・団体の解散及び活

動を禁止した。 

⚫ ２５日：ブルキナファソ政府は、対テロ戦における国防体制強化のため、２０

２６年末までに１０万人の予備役を募集・訓練し、必要に応じて戦闘年齢の市

民を動員可能とする方針を示した。 

【外政】 

⚫ ５日：ブルキナファソ政府は、同月２日に、ヒューマン・ライツ・ウォッチ

（ＨＲＷ）によって発表された報告書に対し、その内容を否定・批判するコミ

ュニケを発表した。 

⚫ ２０日：ブルンジのンダイシミエ大統領（ＡＵ議長）はトラオレ大統領と会談

し、サヘル地域の対テロ情勢及びＡＥＳとＡＵの関係改善について協議した上

で、ブルキナファソの安定とトラオレ大統領の取組を評価し、ＡＵ内で客観的

報告を行う意向を示した。 

⚫ ２６日：トラオレ大統領は、マリへのテロ攻撃に対するＡＥＳコミュニケを発

表した。 

【経済（含む経済協力）】 

⚫ ９日：国庫・公会計総局は、公共預託金管理の効率化、透明性向上及び利用者

の金融サービスへのアクセス拡大を目的とするオンライン預託金銀行プラット

フォーム「e-ＢＤＴ」を正式発表した。 

⚫ ２９日：ブルキナファソ政府は、国産米の販路確保を目的としてコメの輸入を

全国で停止し、特別輸入許可証（ＡＳＩ）の発給停止と、既存許可保有者に対

する２か月以内の輸入手続完了を命じた。 
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 【治安】  

⚫ ６日：建設・土木分野及び民生用ドローン業務を手がけるGlobal BTP Drone 

Center社が治安省と連携し、内部治安部隊（ＦＳＩ）向けの民生ドローン操縦

訓練を開始した。 

 

【社会・文化】 

⚫ ２５日：第２２回ＳＮＣがボボ・デュラッソにて開幕し、トラオレ大統領は文

化が社会的一体性及び主権強化に果たす重要な役割を強調するとともに、今年

の同週間が若者による文化的価値の継承と振興に焦点を当てると表明した。 

 

【日本との関係】 

⚫ ２２日：長島大使は、ＵＮＥＳＣＯ・アフリカ能力開発国際研究所（ＩＩＣＢ

Ａ）が実施する「西アフリカにおける女児のための安全で質の高い教育への継

続的かつ包摂的なアクセス促進に向けた教員能力強化事業」による、教員養成

機関に対するＩＣＴ機材の引渡し式に参加した。 

⚫ ２３日：長島大使は、サッセンラス当地ＵＮＦＰＡ常駐代表の表敬訪問を受け

た。 
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【内政】 

⚫ ２日：人民進歩革命（ＲＰＰ）発足１周年を記念し、トラオレ大統領が国

内外の報道陣によるインタビューに応じ、領土奪還、軍事の自立、経済の

再建を軸とした自らの統治について総括した。 

⚫ ４日：上記市民監視活動家の国家追悼式がワガドゥグにおいて執り行われ

た。 

⚫ ５日：トラオレ大統領は復活祭に際するメッセージで、キリスト教徒及び

全国民に対し社会的一体性、国民統合及び平和共存の強化を呼びかけると

ともに、平和と安全の回復に尽力する戦闘部隊に敬意を表した。 

⚫ ６日：人民立法議会（ＡＬＰ）の月例国旗掲揚式において、ブグマ議長は

トラオレ大統領の愛国的関与及び市民参加の日（ＪＥＰＰＣ）に際するメ

ッセージを代読し、「国産品を消費し、自ら生産する」との方針の下、地

元産品の消費促進、輸入依存及び「帝国主義的」思考からの脱却及び経済

的自立の必要性を訴えた。 

⚫ ７日：ブルキナファソ政府は、２０２６年最初の難民認定審査委員会を開

催し、ＵＮＨＣＲの支援の下で登録された１４５件の庇護申請について、

簡易手続により難民認定の可否を審査開始した。 

⚫ ８日：ウエドラオゴ首相は、最高通信評議会（ＣＳＣ）及びブロガー協会

（ＡＢＢ）から、偽情報対策と責任あるデジタル利用促進を目的とする

「メディア・情報・ＳＮＳ教育」の学校教育課程への導入構想について説

明を受け、関係省庁と連携した具体化を促した。 

⚫ １３日：ウエドラオゴ首相は、企業の社会的責任（ＲＳＥ）に関する全国

シンポジウム準備委員会と会談し、企業に対し地域住民に具体的利益をも

たらす実効的な取組を求めるとともに、同シンポジウムの成果を今後の政

策支援に活用する重要性を強調した。 

⚫ １５日：ブルキナファソ政府は、国内の約１００のＮＧＯ・団体の解散及

び活動を禁止した。 

⚫ １８日：ウエドラオゴ首相はワイグヤで２０２６年版「政府地方会議」を

開始し、政府の施策・実績を住民に説明するとともに、地域の課題や提案

を直接聴取することで、説明責任、透明性及び参加型統治の強化を図っ

た。 

⚫ ２２日：トラオレ大統領はバポロ農業刑務所を視察し、受刑者の農業・牧

畜活動や新収容棟整備を踏まえ、労働公益刑を通じた更生と「人間的な刑

務所」への改革方針を強調した。 
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⚫ ２５日：ブルキナファソ政府は、対テロ戦における国防体制強化のため、

２０２６年末までに１０万人の予備役を募集・訓練し、必要に応じて戦闘

年齢の市民を動員可能とする方針を示した。 

⚫ ２６日：ウエドラオゴ首相はボボ・デュラッソで「人民進歩革命（ＲＰ

Ｐ）マニフェスト」を発表し、国防、社会経済発展、文化、外交、統治及

び社会課題に関する革命の基本方針を内外に示した。 

⚫ ２６日：経済・財務省は、国家開発政策（ＰＮＤ）２０２１～２０２５の

技術レビューを開催し、２０２５年の実施率８５．５％、実質ＧＤＰ成長

率５．３％、穀物生産７１４万トン超等の成果を確認するとともに、新た

なPLAN RELANCE ２０２６～２０２８の戦略改革及び構造的投資の検討を進

めた。 

【外政】 

⚫ １日：トラオレ外務大臣は、赤道ギニア・マラボ滞在中にアフリカ農村女

性連盟ネットワーク（ＲＡＦＥＲ）本部を訪問し、農村女性の経済的自立

と持続可能な開発を促進する同組織の取組を高く評価するとともに、アフ

リカ各国指導者に対し支援を呼びかけ、ブルキナファソとしても経験と専

門性の共有に前向きな姿勢を示した。 

⚫ １日：トエ外務次官と当地ベルギー大使は、３月２６日に開催された二国

間合同協議委員会年次会合の議事録に署名し、２０２３～２０２７年二国

間協力計画の進捗を確認した。 

⚫ １日：タンザニアの参謀学校研修将校団が当国外務省を表敬し、対テロや

汎アフリカ主義をめぐるトラオレ大統領の指導力を評価するとともに、両

国は協力強化の意思を確認した。 

⚫ ２日：トラオレ大統領は記者会見で、ＡＥＳ・トーゴ協力の緊密化、ロシ

アからの装備調達・戦訓共有、対仏自立路線を改めて訴えた。 

⚫ ５日：ブルキナファソ政府は、同月２日に、ヒューマン・ライツ・ウォッ

チ（ＨＲＷ）によって発表された報告書に対し、その内容を否定・批判す

るコミュニケを発表した。 

⚫ ６日：国家警察総局長は、組織犯罪及び人質事件対処に関する国家警察特

殊部隊向け研修を終えたエジプト専門家代表団と会談し、両国の治安分野

における能力強化協力の進展を確認した。 

⚫ ８日：トラオレ外務大臣はＦＡＯ代表と会談し、同代表はブルキナファソ

が近年の穀物生産実績や農業投資を踏まえ食料主権達成に向けた有力国で

あると評価するとともに、ＦＡＯとして引き続き技術支援を行う用意があ

ると表明した。 
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⚫ ８日：トラオレ外務大臣はインド及びサウジアラビアの当地ブルキナファ

ソ大使とそれぞれ会談し、インド・アフリカ首脳会合への招待を受けると

ともに、印ブルキナファソ協力の進展及び中東情勢、サウジアラビアとの

二国間関係強化や合同委員会開催について協議した。 

⚫ １０日：カボレ家族・連帯大臣は、当地インド大使と会談し、帰還民支援

や農業・生計向上分野を含む脆弱層の復興支援強化を協議したところ、イ

ンド側はこれまでにコメ１，０００トン及び医薬品（約１億２５００万Ｆ

ＣＦＡ相当）を供与したことを説明し、今後も支援を継続・拡大する意向

を表明した。 

⚫ １４日：ブルキナファソ、マリ及びＵＮＨＣＲによる第１４回三者会合

は、難民の自発的帰還及び再統合の円滑化に向け、統計や帰還オペレーシ

ョンの調和、越境評価会合の実施及びデータベース相互運用性強化等が議

論された。 

⚫ １５日：ウエドラオゴ首相は、栄養・食料安全保障分野の情報管理体制視

察のため訪問したブルンジ首相府代表団と会談し、ブルキナファソの栄養

情報プラットフォーム（ＰＮＩＮ）を通じた南南協力と経験共有の推進を

歓迎した。 

⚫ １５日：トラオレ外務大臣は当地イラン大使と会談し、イスラエル・米国

による攻撃後の情勢認識を共有するとともに、二国間協力案件及び国際情

勢について意見交換を行った。 

⚫ １６日：ＵＮＩＣＥＦのチャイバン事務局次長はＡＥＳ諸国歴訪の一環と

してブルキナファソを訪問し、トラオレ外務大臣との会談で、教育、保健

及び児童保護分野における協力を、同国の優先課題及びＡＥＳ共通課題に

即して一層調整・強化していく方針を確認した。 

⚫ １６日：トラオレ外務大臣は、離任を控えたＷＦＰブルキナファソ事務所

長と会談し、食料主権、国内避難民支援及び教育分野における協力の成果

を確認するとともに、ＥＵ代表部大使とも今後の協力及び対話枠組み強化

について意見交換した。 

⚫ １６日：ウエドラオゴ首相はＵＮＩＣＥＦのチャイバン事務局次長と会談

し、保健、教育、人道支援及び食料分野における協力の進展を確認すると

ともに、社会分野への投資強化に向けた連携継続で一致した。 

⚫ １７日：ＡＥＳ加盟３か国の外務大臣はロメで、トーゴ外務大臣及びＥＣ

ＯＷＡＳ委員会幹部らと会談し、西アフリカ住民の利益のためにＡＥＳと

ＥＣＯＷＡＳの協力の法的枠組みを早期に整備する必要性を確認するとと

もに、トーゴが両者間の橋渡し役を果たす意向が示された。 
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⚫ １７日：カボレ外務担当大臣は国民議会外交・国防・安全保障委員会に対

し、ＡＥＳ創設条約に関する追加議定書４件（議会、国防・安全保障、外

交行動調整、開発行動調整）の批准承認法案を説明し、同委員会はこれを

承認して本会議送付を決定した。 

⚫ ２０日：ウエドラオゴ首相は、ＡＥＳ域内の情報戦対策強化に向けて訪問

したニジェール国家通信監視機構（ＯＮＣ）長官らと会談し、加盟国間で

通信規制当局の共通プラットフォームを構築し、偽情報対策や規制枠組み

の調和を進める必要性を強調した。 

⚫ ２０日：ブルンジのンダイシミエ大統領（ＡＵ議長）はトラオレ大統領と

会談し、サヘル地域の対テロ情勢及びＡＥＳとＡＵの関係改善について協

議した上で、ブルキナファソの安定とトラオレ大統領の取組を評価し、Ａ

Ｕ内で客観的報告を行う意向を示した。 

⚫ ２０日：カボレ外務担当大臣は、アフロディセンダント開発研究所（ＡＤ

ＤＩ）主催の汎アフリカ会議を開始し、ブルキナファソの若者とアフリカ

系ディアスポラの連携強化を通じて、主権、発信力及び汎アフリカ主義の

実践を促進する必要性を強調した。 

⚫ ２１日：人民議会議長はイタリア人投資家代表団と会談し、太陽光発電、

電気・金属設備、食品産業向け金属包装及び病院建設分野での対ブルキナ

ファソ投資の可能性について意見交換した。 

⚫ ２２日：トラオレ外務大臣はイタリア及びハイチの投資家代表団と会談

し、太陽光、農業、鉱業、航空、商業、ロボティクス及びＡＩ分野におけ

る対ブルキナファソ投資の可能性について意見交換するとともに、政府と

して必要な支援を行う用意を示した。 

⚫ ２５日：トラオレ大統領は、国家文化週間（ＳＮＣ）出席のためボボ・デ

ュラッソを訪れていたマリ及びニジェールの首相と会談し、文化をＡＥＳ

の主権及び連帯の基盤と位置付け、共通の歴史と価値に立脚した連携強化

を確認した。 

⚫ ２６日：トラオレ大統領は、マリへのテロ攻撃に対するＡＥＳコミュニケ

を発表した。 

⚫ ２８日：ウエドラオゴ首相は、経済視察で訪問中のイタリア及びイタリア

系ブルキナファソ人投資家代表団と会談し、エネルギー、農業、インフラ

及び職業訓練分野を中心とする投資案件への政府支援方針を示した。 

⚫ ２９日：ＡＥＳ戦略監視ネットワーク（ＲＥＳＯ-ＡＥＳ）は、マリで発生

した同時多発テロを強く非難し、域内レベルでの情報収集・要人警護・対

情報戦体制の強化を求めるとともに、攻撃の背後に外部勢力の関与がある

可能性を指摘した。 
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⚫ ２８日：外務省戦略分析局（ＢＡＳ）はボボ・デュラッソで、ブルキナフ

ァソに関する誤った対外的言説に対抗するための戦略文書の内容を地方行

政関係者に周知し、対外発信の一貫性強化を図った。 

【経済（含む経済協力）】 

⚫ ４日：ブルキナファソ及びトーゴ両政府は、ロメ・ワガドゥグ回廊に関す

る閣僚級会合をロメで開催し、港湾・税関手続の遅延や高コスト、道路検

問、貨物管理上の課題等への対応として、恒常的協議枠組みの設置、税関

手続の調和、共同メカニズムの運用強化等を通じて物流円滑化を進めるこ

とで一致した。 

⚫ ９日：国庫・公会計総局は、公共預託金管理の効率化、透明性向上及び利

用者の金融サービスへのアクセス拡大を目的とするオンライン預託金銀行

プラットフォーム「e-ＢＤＴ」を正式発表した。 

⚫ １０日：経済・財務省は、国民拠出基金ファソ・メボへの累計拠出額が４

月１０日時点で２億４３３２万ＦＣＦＡに達し、カディオゴ地域が最多拠

出となる等全国的に動員が拡大していると発表した。 

⚫ １９日：当地インド大使はワイグヤ地域を訪問し、カルマ鉱山の採掘事業

開始式に出席するとともに、同州の地域代表者らと意見交換を行った。 

⚫ ２８日：ウエドラオゴ文化大臣は、国民文化週間（ＳＮＣ）に参加するＡ

ＥＳ諸国の出展者に対し、共同市場の価値向上と域内産品の国際発信に向

けて、構成国間で取組や資源を相互に連携・共有するよう呼びかけた。 

⚫ ２９日：ブルキナファソ政府は、国産米の販路確保を目的としてコメの輸入

を全国で停止し、特別輸入許可証（ＡＳＩ）の発給停止と、既存許可保有者

に対する２か月以内の輸入手続完了を命じた。 

 

【社会・文化】 

⚫ １７日：ウエドラオゴ首相はワイグヤで第４回「ブルキナファソ文化遺産

月間」を開始し、文化遺産を国家アイデンティティ、社会的一体性及び主

権の基盤と位置付け、その保護・継承に向けた国民的動員を呼びかけた。 

⚫ ２３日：トラオレ大統領はギリコ（Guiriko）地域の伝統・慣習首長代表団

と会談し、同代表団はＳＮＣの円滑実施に向けた協力を表明するととも

に、伝統首長制の法的承認に関する政府の措置に謝意を示した。 

⚫ ２５日：第２２回ＳＮＣがボボ・デュラッソにて開幕し、トラオレ大統領

は文化が社会的一体性及び主権強化に果たす重要な役割を強調するととも

に、今年の同週間が若者による文化的価値の継承と振興に焦点を当てると

表明した。 
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【治安】 

⚫ ６日：建設・土木分野及び民生用ドローン業務を手がけるGlobal BTP 

Drone Center社が治安省と連携し、内部治安部隊（ＦＳＩ）向けの民生ド

ローン操縦訓練を開始した。 

⚫ ８日：治安省は、空港における出入国時の手続簡素化、データ管理の高度

化及び国境管理強化を目的として、電子渡航票プラットフォームを正式導

入した。 

⚫ １３日：経済統制・不正取締機動隊（ＢＭＣＲＦ）は、たばこ製品への規

定の追跡用ステッカー貼付状況に関する取締結果を公表し、全国で計１１

５事業者を検査した結果、１０９事業者に違反が確認され、多数のたばこ

製品を押収した上で、今後取締りを一層強化する方針を示した。 

⚫ １５日：市民監視団体全国調整機構（ＣＮＡＶＣ）は記者会見で、ＨＲＷ

の報告書をブルキナファソ及びＡＥＳ諸国の不安定化を狙う情報戦の一環

であるとして強く非難し、国民に警戒と動員を呼びかけた。 

⚫ １３日：現地メディア（Sidwaya）は、国軍は４月前半、地上部隊と航空戦

力を組み合わせた対テロ作戦を各地で展開し、特に１３日夜から１４日に

かけてのスム州での作戦では１００人超のテロリストを無力化し、多数の

武器・車両を押収した旨報じた。 

⚫ １６日：現地メディア（Sidwaya）は、３月に国軍及びＶＤＰは各地で大規

模な攻勢・防勢作戦を展開し、多数のテロリストを無力化するとともに、

補給網の攪乱や戦略的拠点・地域の奪還を進めた旨報じた。 

⚫ １７日：ＡＥＳ３か国の参謀総長らはワガドゥグで初の定例会合を開催

し、１５，０００人規模の統一部隊（ＦＵ―ＡＥＳ）の運用開始に向け

て、専門家報告、作戦規則、予算等を検討・承認した。 

⚫ ２２日：サンポレ国防大臣はボボ・デュラッソ駐屯地を視察し、西部地域

の治安情勢及び作戦状況の報告を受けた上で、国土保全に当たる国軍及び

ＶＤＰに対し、政府の支持と対テロ戦継続への決意を伝達した。 

 

【日本との関係】 

⚫ ２２日：長島大使は、ＵＮＥＳＣＯ・アフリカ能力開発国際研究所（ＩＩ

ＣＢＡ）が実施する「西アフリカにおける女児のための安全で質の高い教

育への継続的かつ包摂的なアクセス促進に向けた教員能力強化事業」によ

る、教員養成機関に対するＩＣＴ機材の引渡し式に参加した。 

⚫ ２３日：長島大使は、サッセンラス当地ＵＮＦＰＡ常駐代表の表敬訪問を

受けた。 
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(了) 


